
キイ口ショウジヨウパエの正常型及び諌眼突然
変異の ninhydrin 反感陽性物質註 1について

前回米太郎

Y. Maeda; T h e  ninhydrin-positive substances in the wild type and .  
the Bar-eyed mutant of Drosophila melanogaster. 

現代の遺伝学では、遺伝因子が生体内の種々の酵素| た中期の瞬、羽化間近い成熟摘、羽化直後の成虫、羽
に関係していろいろの形質をつくると考えられている| 化後数時間及び数日を経た成虫ーーについて正常型と
が、遺伝因子の質的量的変化によって生じた突然変異 Barを峰雄別にそれぞれの個体を水洗後熱殺し、 2 個
偲体は、生化学的に正常型と異った発生過程を経てき| 体づっ溢紙〈東浄趨紙 No. 50) の上でガラス棒を用
たと恩われる。だから突然変異個体は、成体は勿論、 | いてすりつぶし、約 10 分間風殺の後、 !sopropanol
発生過程においても正常型とは生化学的に何らかの栂 I (lsopropanol 2部 1 % アムモニア水 1部〉、 或は
違があると考えられる。こう言う見地からキイロνョ IPhenol (Phenol 4部: 0.1% アムモニア水 1部〉或
ワジヨワパエ (Drosophila melanogaster) の複眼の| は Butanol 酢酸 (Butanol 2部: 氷酢酸 1部: 蒸溺
小限数が減少する突然変異について、後光物質の違い I 7.1< 4部の上層部使用〉で 10-20 時間室温で一次元畏
を Paper Chromatography ( 註めで分析した結果を先| 開討し、風乾によって溶媒を蒸発させて後、 ninhy-
に本誌 V ol. 3  No. 3 に報告したが、これと同様の白 Idrin の 0.2% Butanol 溶液を噴霧し電気乾燥器中で
的から同じ方法により正常型と様限突然変異〈以下 I100'C 5分間加熱すると、赤・青紫・賞等の斑点があ
Bar と書く〉の ninhydrin反応陽性物質について研究| らわれる、これが ninhydrin 反応陽性物質である。
した結果を報告したい。 Iすりつぶして展開すると第1図の様な Chromatogram
この研究を行うについて御懇切な御指導を裁いたJ恩 iが見られる。これは体内に遊離している ninhydrin反

師藤井教授・川辺助教授・須田助教授、並びに後光を| 応陽性物質、例えば血液とか体液等に含まれているも
しらべるに当って御援助を裁いた塩野義製薬株式会社| のである。この遊離のものでは維般の問、正常型と
研究所に深甚の謝意を表す。 IBar の関、発生過程の各段階の聞に定性的な差は認め
材 料 | られなかった。ただ発生過程において正常型・ Bar，1峻
この研究に用いたキイロジヨクジヨワパエは、神戸| 縫ともに量的なうつりかわりが見られた。耳目ち三齢末

大学理学部生物学教室の飼育室 (250 C 土 10 C ) で数| 期の成熟した幼虫、婿化したばかりの橋、成熟した婿
年に豆り飼育してきたもので、その正常型 (Oregon I と成虫には討の大きい斑点まで濃くはっきりと認め
を使用、複限の小限数は峰で780、織で740である〉と| られたが、これは ninhydrin反応陽性物質の総量が他
Bar ( 小限数は雌70、雄 90で複眼が棒状に見えるので iの時期のものに比べて多い為と思われる。この遊離の
との名がある〉を用いた。飼育瓶の餌は、 10-12本分| ものの量を Chromatogram の斑点の商訟と議度から
として糖蜜 60 cc叉は藤橋20g; 小麦粉 50 g; 寒天 5 I推定して、その増践を発生段階を追うてグラフに示す
g  ;  7.1< 350 cc-450 cc:乾燥酵母 0.5 g; K H2P 04 及 | と第 1表の様になる。 3齢、以前の幼虫や卵については
び K N Os 痕跡を煮て波菌した牛手l摘に7¥れ、冷却後| 点線で示したが、これは Hadorn ・Mitchell の報告中
純粋培養したパン酵母を7. 1 < で薄めたものをー務おとし| の Chromatogram からその量を推定して示したもの
- s夜飼育室に童文置したものである。この飼育瓶 1本| である。
に約10替の成熟したハヱをスれ 1週間後に追い出す。 I 第 1表から①成熱した幼虫・繭・成虫には多量の
同じ瓶内でも始めに生れてくる価体ほど栄養等の関係 Ininhydrin 反応陽性物質があること、餌を援らない鴎
で大きいので、この差をなくすために最初に出てくる| 期にこの物質がふえることは、橋期に体内の会組織に
ものから30fl蹴二だけを使用した。 I大変化が起ることと関係があるらしい。猶この期に鐙
方法と結果
焔化間近い三紛末期の幼虫以後の発生段F皆一一即ち| 少すること、羽化後 1時間目位が最も少いが、これは

三齢末期幼虫、繍化直後の白い婿、複眼が実色に成つ| 羽化直後煽期に蓄積していた薄緑色の排遊物を出す
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第 1表発生段階における遊離 ninhydrin 反応陽性物質の増減

E:卵 H :勝化 L u :熔化後24時間の幼虫 LU6 : 三齢末期幼虫 P:婿化
Pp:前嫡期の若い嬬 Py:複限黄色の踊 P S :婿化後 3 日目隠 Pe:羽化直前
の矯 E m :羽化 1] : 羽化後 1 日経た成虫 記号の下の数字はすりつぶした偲
体数で重量が等しくなるように若いものほど多い。

が、これに相当量の ninhydrin反応陽性物質が含まれ| 分離して上澄液を濃縮する。これを4 0 c m平方の溢紙

同じく遊離の ninhyd巾反応陽性物質であるが、 | 酸で二次元展開し、 ninhydrin で発色させた結果第2
成虫について二次元法でしらべてみた。二次元法では| 図のような Chromatogram を得た。これらの斑点は
濃い糊を必要とするので、成熟した40-EQ個体の成 IRf値より考えて、 glycine，alanine， threonine，叫ne
虫を7 0 %アルコールを加えて手l鉢ですりつぶし、遠心 Ileucine， aspartic aCjd， glutamic acid， arginine. 
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cystine， phenyl alanine， tyrosine， histidine， proline， Iから判定して、 gylcine， alanine， threonine， valine， 
serine 7kび asparagine，tryptophane と思われるもの I Jeucine， aspartic acid， asparagine， arginine， 
と全く不明の斑点 2つである。この内phenyl alanine I  phenyl alanine， tyrosine， histidine， proline， 
は雌に、 proJine は燥に多い様に思われるが、正常型 serine，lysine，と glutamic acid， cystine でないか
とBar の聞には限の赤い色素の量以外には差は認めら| と思われるものと不明の斑点 2 つである。
れなかった。猶Hadorn • MitcheJ l は嬬にみられる| 猶羽化したあとの婿の穀を加水分解し二次元法によ
抑 pine と幼虫にみられる larvine一一共に加水分解に| り分析したが、 E 常型と Barの関に定性自穫はなかっ
より数種のアミノl援になる peptid-ーを報告している| たが毅には aspartic acid が多い様に思われた。叉畿
が、これらを見る事が出来なかった。叉中村等はクロ| 光物質は 6 N HCl で加水分解した試糾には見られな
νヨクジヨヲパエ (Dr口sophila virilis) を用い、 200 Iかったが、 6 N N a O H で加水分解した場合には蛍光
個体を7 0 %アルコールにつけ室温で遊織の ninhydrin Iが見られる事やアムモニア7. K に易溶である豪からハエ
反応陽性物質を抽出し、これを滋圧濃縮して phenol Iに見られる蛍光物質はアルカリに安定な酸性物質であ
及びButanol酢酸で二次元展開し、 16のアミノ酸と 2 Iる事が判る。以上で正常型と Bar に見られるninhyd_
つの鐙光物質について幼虫・煽・献に定性自曜のあ| 巾反応陽性物質についての報告を終るのであるが、
ったことを報告しているが、筆者はキイロジヨワジヨ 1:最後に筆者が測定した各種の純粋アミノ酸を phenol
クパエを 7 0 % アルコールで抽出して phenol 或は| で展開した Rf 倍を掲げる、( ) の中は佐竹によるRf
Butanol 酢酸或はI sopropanol で一次元展開し 10数| 値である。 leucine 0.89 (0.8句、 cystine 0.2(0.13)、
種の ninhydrin反応E易性物質と 4 乃至 5 の蛍光物質を Iaspartic acid 0.19 (0.12)， arginine 0.51 (0.48)、
えたがI sopropanolで展開した場合にのみ幼虫や橋に Iglutamic acid 0.26 (0.2句、 lysine 0.44 (0.43)、
ない Rf億0.07という ninhydrin 反応陽性物質が成虫 Ihistidine glutamic 0.67 (0.7)、vaJine 0.81 (0.76)、
に存在することが判ったが、他の 2種の溶媒ではこの Iphenyl alanineO.89(0.9)、asparagine 0.43(0.42)、
様な差は認められなかった。 IproJineO.9 (0.8句、glycine 0.44 (0.42)、tryptophane
次に体を構成している ninhydrin反応陽性物質につ I0.80 (0.80)、alanine 0.60 (0.60)。佐竹の Rf 値と
いてもしらべたので報告したい。先に述べた様に熱殺 1;幾分の差が見られるのは、 R f 値が樹氏、斡際、溶媒
したハエをすりつぶした場合に見られるものは、体内| のごく僅かな純・弓湘に左右され、 叉室温、 p H、穏
に遊離しているもので体をつくり上げている種々の蛋| 紙の含水量等にも鋭敏に感ずるのでこれらの影響であ
自質については、この方法では知る事が出来ない。こ
れを知るためにはハエを加水分解する必要がある o 水
洗して餌等の附着物を除いた幼虫・煽・成虫を、内径
5 m m、長さ 1 0 c m位のガラス謝管〈ガラス管の一端
を溶かして閉じたもの〉の中に20債格を約 1 ccの6 N
HClと共に入れ、その口を焼き切って閉じこれを湯煎
鍋で24時間煮ると、封管中の虫体は薄茶色の残澄だけ
を残しアミノ酸にまで分解される。この液をミクロピ
ペットにすいあげて穏紙につけ、前記の溶媒を用いて
一次元展開し風乾後 ninhydrinで発色させる。この結
果、 phenol では0.25，0.31，0.45，0.55，0.8の5 つ、
Butanol 首母竣では 0.08， 0.13， 0.17， 0.23， 0.31， 
0.41， 0.47， 0.57， 0.62 の9 つ、 Isopropanol で
は 0.15，0.26， 0.32， 0.46， 0.57 の5 つの斑点が見
られたが、峰雄の問、正常型と Barの問、発生段階に
定性的な差は認められなかった。一次元法では Rf 鐙
の似たアミノ駿が重って判別しにくいので、 phenolと
Butano) 酢酸を用いて加水分解した試料を二次元展開
したが、この結果もす4縫縫の問、正常型と Barの問、
第生段階の間に定性的な室長を認める事が出来なかっ
た。この方法で得た Chromatogram の斑点はR f 値

ろうと思う。
要約
1 . キイロジヨウジヨクパエ ( Drosophila melano-
gaster) の正常型及び Bar の ninhydrin 反応陽性物
質を峰雄別旦つ発生段階別に、 paper chromatogra-
phy により分析した。
2. 遊離の該物質については雌雄の問、正常型と Bar
の聞に定性的な差はなく、発生過程において量的な差
が見られた、その消長をグラフで示した。
3. 体を構成している該物質も峰雄の問、 E 常型と
Bar の間及び発生段階の聞に定性的な差を認める事が
出来なかった。
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